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題点と研究視角(上)(下)， ，経済志林'J4C巻 4号， 41巻 l号， 1972年， (上)151頁。労働力。
何値k枇望の問題については拙稿参照， 労働力の価値た散望問題， ，経由論叢J，，ヌ1巻 3号，
1978年 3月。























2) 下山房雄j 労働市場と賃金，金子ハルオ編「講座現代賃金論第l巻J.1968年. 114頁注(6)0
3) 杉原氏は改のように述べている。 rマルクスか世界市場恐慌の必然性を論証しようとするの
は，こうした観札すなわち資本主義における『背働の体系』と『散まの体系』との相関的発展
の中にひそむ基本的矛盾に担ざすとU寸観点である。J. 杉原山郎. r経楠原論 1J. 1973牛.
77-8頁。
4) 村串仁三郎，前掲論文。
5) Agnes Heller， The Thecγy of Need in Mar.山 1976.


















い。小論ではその順序を. w経哲草稿~. w ドイツ・イデオロギー~. w哲学の貧
困~. w賃労働と資本』を中心にして検討する。その場合の展開の論点として次




7) Id.， jacket なお「変革の欲望」についてはゴルツがすでに労働運動との関連で位置づけて論
じているが，両者の理論的関係は定かでない~ Andre. Gorz. Strategie Owvrie問 etNeo 
caρualume， 1964我国で白ゴルツの紹介は次の論文を参照，宮崎犀ー ，アンドレ田プノレツ
変革欲求心組織化. I思想斗 196T年7月.























8) K. Marx. "Okonomisch-Phil団 ophischeManusヰripte:aus dem Jahre 18/!4 "， Werke， 
Erganzungsband erster Teil. Dietz V可lag，Ber1in， 1968. (以下 MEWと略す)， SS. 516-
517，域塚登，田中吉六訳「経済学哲学草稿ム 1964年.93-8頁固
め へラー は疎外された欲望を四つの側直から検討している。 (1)手段と目的の転倒， (3)質と畳， (3) 
賞困化， (4)利害 Heller，噌 cit.，pp. 47-73 

























10) Marx.，仏 a.0.， SS. 519-20，前掲訳書101-2頁。
11) Id.， S.547，同上， 150頁。
12) 日， S白色同上.151貰.
13) Id.， S.549，向上， 152-3頁L
























14) Id.， S.549，同上， 154頁B
15) ヘラー は疎外された枇草のー 側岡としての量的還元化を非常に強調しているが，価信吾命との関
係の考察が十分でない Heller，叩口't.，pp. 47-73 
16) 山之内情，カー ルー マルクスの社会科学体系における斑タト論白地位，内田義章， 'J林昇編「資
本主義の思想構造J，1968年. 179頁q

























18) n. H. P03eH6epr， 0四'pICUpa38μmU51 3KO'HO.M刑囚ιOWY叩'HUflMaplCca u 31l'le.!lbCa fJ 
心OpO!<'08bf.田 duXIX 8田a.Moc.'C8a， 1954年，副島種典訳「初期マルグス経済学の形成(上〕ム
1957，年 215頁。
19) Marx， a.a. 0.， S. 542，前掲訳書， 140JL 


























20) Id.， 旦 542，同上， 140-1買巴
21) Id.， S. 544，同上， 143瓦
22) 戸田省二郎L枇望と禁仇 「理沼J，No. 544， 1978年9月， 124頁。
54 (51) 第 124巷間1・2号
























23) Marx，ι a. 0.， S.5臼，前掲訳書.160-1買，
24) Heller，ゆ口t.，p. 96，参照w
25) マルグスは他白人聞を求める枇望，団結への枇望として共向性への故望士語っているロ M<irx，
ιι 0.. S. 538，前掲訳書， 134:;:. 

























26) K. Marx， P. Engels，‘ Die Deutsche Ideologie"， MEW， Band 3， 1958， S.25，官在由重
訳「ドイツーイデオロギーJ.31頁.
27) Id.， SS， 28-9.向上.34-6頁。

























28) Id.， S.30，同上， 37頁。
29) Id.， S.30，向上， 37頁。
30) Td.， S. .'U，同上沼頁，
31) 杉原四郎，前掲書， 73-4頁。











から独立した Bedurfnis (必要・要求)J 論を批判する。その要点は次のよう









筆者自身は Eedurfnisや Begierde の訳語をほぼ欲望〔ごく特別な時には
欲求〉として用いており，他の論者も大同小異であろう冊。しかし問題は訳語




36) 芝田進午民はヘ ゲルの規定として次りように紹介している， rH自然哲学の対象とする生物
における枇求に Bedurfni科 目労働とともに形成されかつ自己意識の第一段階をなす徴望に
Begierde 同市民社会における欲望にふたたび BedurfnisJ，芝田豊午. r人間性と人格。理







とその主観への反映としての欲望とLヴ区別をマルクスの Bedurfnis と Be-
gierde でなされているという主張には賛成できなu。この点は藤野氏自身も
認められているように叩'マルクス自身，この段階でそうした区別の下に Be











































39) Marx， a.a. 0.， S.34，前掲訳書46頁u
40) Id.， S. 77，向上， 118. へラー は己の点を個性の全面発達の欲望と分業へり従属の偶然性と。
矛盾として強調して¥.る IIeller，op. cit.， :9.90. 
41) Id.， S.424，同と， 224-5"'. 































43) Marx，仏 a.0.， S. 270.前掲訳書188頁。
44) Id.. S. 423，向上， 223買。
45) Id.， SS. 417-8，同上， 219頁。

























46) Id" S. 417.向上.218頁。
47) へラ は乙甲論理をマルクス(Dlougbtくべき)J論として理解しているo Heller， ot. cit.，p. 90 

























48) K. Marx，“D田 Elendder Philosophie"， MEW. Bandも 1959，S. 68，大内兵荷・細川嘉
六監訳「マルクス=ェγゲルス全集第4巻斗 1960年， 63頁9
49) ld.， S.75，同上， 72頁， 1部改革L
50) Id.， S. 76，向上， 72頁.
























51) Id.， S.92，同上， 90瓦
52) Id.， S. 88，同上， 86]え
53) 以， S. 93，同上， 91頁。
54) Id.， S.148，向上， 153買.
55) Id.， S.157，同上， 163頁.
























56) ヘヲ は己申点において「ドイツ イデオロギ」よりも進歩している点を主張する。 Heller，
ゆ at.，pp. 90-2，この論点は『経世学枇判要綱J. ，資本論」へと連続していくが，マノレク九が
全面発達をした人間に対してどういうイメー ジをもっていたかがうかがえて興味深い。
57) K. Marx，“Lohnarbeit und Kapital "， ME1V， Band 6， 1959， S.41己責背骨と資本，前掲
「全集第6巻ム 1961年.407頁。
58) Id.， S.415，同上， 411頁与

























59) K. Marx，“ArbeitslohnヘMEW，Band 6， 1959， S5. 543-4，賃金，前掲「全集第6巻ム
1%1年， 528頁。
60) Lヨ， S. 555，同上， 539-40頁。


























62) K. Marx，“Zur Kritik der H~gelschen Rechtsphilosophie Einleitung"， MEW. Band 1. 
1955， S.387，へー ゲル法哲学批判，前掲「全集第1巻J，1959年， 423頁。






















これまでの検討は，初期における 7 ルクス欲望論を， (1)疎外論， (2)史的唯物
論， (3)価値論(賃金論)といったマルクスの理論的構成部分の形成と関連させ
てまとめたものである。マルクλ が欲望論のこれらの観点を，以後どのように
発展させ亡しぺかは『経済学批判要綱』から『資本論」へと至る彼の研究を検
討することによって明らかになるだろう。
